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論　文
中国東北地区の水不足に対する
　　　　　解決策とその限界
張　忠　任1）
1．東北地区の水資源の現状と特徴
　世界では，中国は水資源が乏しい国家であり，
13の「貧水国」の一つである。中国の水資源の82
％以上は長江以南の地域にあることに対して，東
北地区は中国の比較的「聖水区」である。東北地
区の1人当たりの1，630㎡の河川年流量は，中国
全体の2，547㎡の2／3（日本の1／3）ぐらいに
当たるにすぎない。
　東北地区は中国国境内の相対的に閉鎖的な水不
足地区である。これは，東北地区の南西部を囲ん
だ京津唐（北京・天津・唐山）地区と内モンゴル
地区との水不足現象は，東北地区より深刻だから
である。この点によって，東北地区の水資源問題
は本地区内部で解決するほかないとされた。
　東北地区の水資源はいわゆる「三大流域」（黒
龍江流域，松花江流域，遼河流域）を含めている。
その分布はアンバランスな状態であり，さらに言
えば，その大部分は黒龍江省にある。黒龍江省の
河川年総流量は吉林省と遼寧省との合計を上回る
ように見える。（河川年総流量は，黒龍江省内は
656億㎡，吉林省内は287億m3，遼寧省内は325億
MSﾅある。）
　そして，「三大流域」の水負担もそれぞれ違っ
ている。黒龍江（アムール川）流域では水資源は
相対的に充足しており，そこの松鰍平原の水不足
は主に貯水施設の不備・不完全からであるに過ぎ
ない。（1994年には，貯水池数は遼寧省が928，吉
林省が1，337，黒龍江省が527であり，貯水池の総
容量は遼寧省が305億mS，吉林省が306億m3，黒龍
江省が71億m3である。）
　現在，松花江（スソガリ川）流域には，水の需
要量は221億㎡で，供給量は196億㎡で，25億㎡の
差があり，水不足率は！1％である。
　遼河流域には，水の需要：量は150億m3，供給量
は125億m3で，25億m3の差があり，水不足率は17
％に達している。
　　　表1　東北地区流域別水資源分布
　　　　　　　　　　　　　　　　単位：億m3
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＊　中国の国境内の部分。
＊＊これは年流量と地下水総量の和である。ほか
はすべてこの両者の重複的水量を控除した。
出典）：張忠直〔1994〕による。
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2．東北地区の水浪費と水汚染
　水浪費と水汚染は水不足をさらに激化させた。
　水消費からみれば，中国では農業用水は水資源
使用の主体である。水消費については，潅溜i用水
路のしみ漏れが深刻化している。例えば，虚語流
域の潅概用水路の有効利用係数は0．3－0．5だけで
ある。さらに，伝統的潅概方法では2倍以上の水
を消耗しているようである。吉林省長春市の農地
用水は600－1000㎡／ムー（1ムーは0．0667ヘク
タールにあたる）に達し，2000㎡／ムーを越える
こともある。遼寧省の水田の丁丁定額は，その20
00年の企画的額も869㎡／ムーに達することであ
る。次に，工業用水の「水耗」（単位製品の水消
費）は多すぎ，例えば，鉄鋼の水耗が30m3／1Tに
達している（発達国家は普通3－5㎡ぐらい）。
生活の面の水浪費も深刻である。例えば，長春市
自来水公司（上水道会社）のある統計によると，
設備の品質がよくないため，全市の70％以上の水
洗便所が異なる数値で漏水していることを示して
いる。
　さらに，工業，農業，生活の用水系統を区別し
ないで同じ水質標準で水を供給していることも，
水浪費の要因である。そして，水の再生利用率は
低く，平均20％程度である。この主たる要因は，
「清汚」（清水と汚水）分流をせず，冷却用水が
製品中間用水，洗濯水などの汚水といっしょに混
合的に排水されているからである。松遼流域（松
花江流域と遼河流域）内の都市用水は70％ぐらい
が工業用水であり，その中の60％ぐらいは冷却用
水であるから，重複利用できるが，専用の排水施
設の不備などで，そのまま流している。
　水汚染をみれば，1994年東北地区の廃水の排水
量は42．8億こ口あり，「源流比」（廃水と河川流量
との比率）は3．4％であり，全国の平均値の1．4％
より高い。
　　　　　　　　　　　　表2　東北地区工業廃水の排水と処理の状況
DISC｝｛ARGE　AND　TREATMENT　OF　WASTE　WATER　BY　THE　NORTHEAST　REGION
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：万トソ
廃水排水総量 工業廃水排水量 IWWDSTIWWTIWWDS廃流比（％）
全　　　　国 3，652，5462，155，1211，196，9691，984，520 475，622 1．4
遼　寧　省 225，660 147，657 99，519 144，231 42，243 6．9
吉　林　省 72，826 41，542 21，032 37，284 8，144 2．5
黒龍江省 129，029 71，252 37，775 72，853 10，958 2．0
出典）：『中国統計年鑑』　（1995）による。
説明）：
1．IWWD　S＝Industrial　Waste　Water　up　to　the　Discharge　Standards＝工業廃水排水標準水量
2．TIWW＝Treated　Industrial　Waste　Water＝工業廃水処理量
3．TIWW　D　S＝Treated　Industrial　Waste　Water　up　to　the　Discharge　Standards＝工業廃水処
　　理排水標準量
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　流域別からみると，松花江水系には，毎日約
857万㎡の廃水・汚水を受け入れている。その中
で，工業廃水は352万㎡，発電所冷却水は405万㎡，
都市生活汚水は100万㎡である。都市の廃水・汚
水の排水量では，吉林市は首位を占め，93．28万
M3^日を，次はハルビン市で61．51万m3／日，以
下はジャムス市は40万m3／日，チチハル市は38．6
万M3／日，長春市は26．43万㎡／日，牡丹江市は
26．43万㎡／日を，排水している。測量によると，
二松江（第二松花江）では，有機汚染物は364種
類に達している。吉林市の下流が水銀に汚染され
たことがあり，今は汚染源を一掃したが，江の底
には約50トソの水銀が沈殿した。
　遼河流域の中流・下流：地区は，中国の主要な工
業基地の一つとして，その水汚染はいちばん深刻
化している。1985年，全流域の廃水・汚水の排水
量は13．1億㎡に達した。これについて，藩陽市は
首位を占め，廃水・汚水の年排水量は3．7億m3で
ある。遼河が渤海湾へ排水した汚染物の総量は毎
年約9．6万m3である。主たる汚染物はCOD，石
油類，揮発フェノール，酸化物などである。
　汚染された水は，その一部あるいは全部の使用
価値が失われてしまった。吉林市の一部の取水口
はその水汚染が深刻化したので，廃止され，改め
て新取水口を設置した。ハルビン市の浄水場は，
水源が汚染されて，水源を深めざるをえなかった
ので，水のコストを2倍以上高めた。
3．水不足の影響
　水不足は，工業生産の発展を制限している。た
とえば，藩陽市が毎日30万トソの水不足なので，
毎年12億元（約156億円に当たる）の生産高の損
失である。大連市も，水不足なので，多くの企業
は用水のピーク期には生産を中止せざるをえない。
二期の「引平入連」（大連の北部にある碧流河の
水を用水路で大連市へ引き入れること）という工
事を経ても，大連が依然として水不足の窮境から
根本的には抜け出せていない。
　水不足は，工業と農業との用水競合を招いた。
多くの地方は農業用水をさいて工業用水を確保し
た。例えば，遼寧省の湯河ダムでは，工・農業へ
の水の供給比率は2：8ということに決まったが，
工業用水を確保するために，この比率を逆に8：
2に変えた。吉林省の長春市は，毎日56キロ郊外
の石頭口開貯水池から30万㎡の農業用水を調達し
た。
　水不足は，地下水の過度的使用をもたらしてい
るので，地盤沈下も起こった。藩陽市では毎日20
－30万m3の地下水の過度使用をするので，面積が
250㎡，深さが25一一27mの「大漏斗」を形成し
た。黒龍江省のジャムス市には面積が33㎡，深さ
が5mの「大漏斗」はあった。鶴崩市には漏斗の
ような地盤沈下が86か所ある。
　水不足は，都市の日常生活に不便をもたらす。
長春・四平・藩陽・撫順・本渓及び大連など重要
な都市では，水圧が小さすぎる問題が起こり，短
期間無水して，定時・定量の水供給を時々施行し
ている。
4．対策とその限界
　前述した東北地区水資源の閉鎖性によって，こ
の地区の水資源問題をこの地区内で解決するほか
ないとされた。
　周知のように，供給可能水：量＝水賦存総量＋再
生利用可能水量で，水需要量が供給可能水量を越
えるという水不足は，絶対的水不足である。そう
でなければ，相対的水不足である。
　平河流域の地表水の利用率は81．2％に達し，毎
年そのまま海へ流出した水は41億㎡にすぎない。
地下水の利用率は43％だけであるが，その他の部
分は半年河流域の砂漠地区と遼河主流の近海地区
に集中して，取水しにくい。したがって，遼河流
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域の水資源開発の潜在力は大きくな：い。この流域
は絶対的水不足に近いといえるであろう。
　しかし，松花江流域の地表水の利用率はわずか
30％にすぎないので，毎年408億m3の水がむだに
海へ流出している。そして，地下水の利用率も35、
％だけであり，74億m3の地下水はまだ利用されて
いない。現在，この流域の水不足の主たる要因は，
貯水施設の不備である。なお，黒龍江流域の豊富
の水はまだ十分に利用されていない。
　だから，水の重複利用などを問わずに，東北地
区水資源の賦存総量だけから見れば，かなり長期
間，相対的水不足といえるものであろう。現在の
水需要量は，水母呼量の一部だけを占めるに過ぎ
ないからである。
　天然資源としては，水資源は土地資源と異なっ
て，一定の条件に基づいてある程度まで流動性が
ある。つまり，その地域資源性は可変なのである。
この点は水資源の分布がアンバランスな東北地区
にとって，重要な意味がある。多くの「調水」
（水を調達すること，すなわち，用水路や運河な
どを通じて水を目的地へ流すこと）の構想が提案
された。例えば，黒龍江省と内モンゴル問で尼ホ
基（ニルキ）ダムを，吉林省内で吟達山ダムを設
置して，この二つのダムの貯水の一部を遼寧省へ
引き，あとの部分は吉林省，黒龍江省と内モンゴ
ル自治区によって分かち合う提案があった。黒龍
江省の船舶輸送業に影響を与えないように，まず
尼ホ基（ニルキ）ダムを設置し，洪水（毎年32億
m3ｮらい）だけを遼寧省へ移動する計画が提出さ
れた。さらに，「松遼運河」を設置して，黒龍江
と松花江の下流から遼河へ水を調達する構想もあっ
た。
　さまざまの「国管」構想のなかで，「引松入廷」
（第二松花江の水を長春へ引くこと）という計画
（文末付参照）が実行されている。
　「調水」は，水不足地区内の水配分の調整にす
ぎないので，水資源の総量は増加しないばかりで
なく，かえって漏水・蒸発などによって減少する
であろう。さらに，経済の発展にしたがって，本
地区内の各省の水需要量もそれぞれ増加するとと
もに，現在の相対的水＝豊富もだんだん相対野水不
足に変わるから，「調水」は長期的戦略とはいえ
ない。
　土地資源は流動性がないが，その用途は多く，
可変なのである。特に，土地に基づく農業では，
高水消耗の作物を適当に減少させ，低水消耗の作
物を適当に増加させることも水節約の一途である。
（水資源がいちばん不足している遼寧省は，水田
をさらに多く発展させようとする計画があるよう
である。）
　なお，水浪費・水汚染・水重複利用などの面か
らみれば，東北地区の潜在力はかなり大きいと思
われる。しかし，その改善策は地方政府では，取
られないばかりでなく，上位のレベルの政府でも
明らかに実績が見られないので，今まで重視され
て来なかった。そして，水の価格は依然として比
較的安く，生産者も十分な関心を持たないので，
水浪費・水汚染・水重複利用などへの投資は行わ
れにくかった。
　つまり，中国東北地区の水資源問題を軽視して
はいけないが，かなり長期間，自然的制限はまだ
存在していない。現在の問題点は主にコストと収
益の面にあるであろう。市場のメカニズムを十分
にクリアできたら，水不足の問題は大いに緩和さ
れると思われる。
付「引松入長」計画とその実行
　長春市は吉林省の省庁の所在地で，市内人口は
250万人，面積は158km2（郊外の各県を含めたら，
面積は1，881㎡）である。1995年の全市の水需給
量は，毎日約80万㎡，水不足量は20万㎡であった。
予測によると，2000年に入ると，長春市全市の水
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需給量は，毎日124．9万m3，水不足量は42万m3に
達するとされている。
　64年前の1932年には，中国東北地区を侵略した
日本人は，偽満州国の首都「新京」としての長春
で地下水が乏しいことがすでにわかっていた（解
放後，中国人の専門家の調査によると，長春市全
市の地下水賦存量は0．94億m3のみであり，市の中
心部は0．1億m3のみということである）。したがっ
て，1934年から七月潭貯水池（水質がよくないの
で近年廃棄された）と南嶺浄水場（今日の第1浄
水場の前身であり，1970年代に拡大された）を建
設した。解放後の1960年代には，長春政府は新立
城貯水池を，1970年代に葦子溝の第2浄水場を，
石頭口門貯水池に通っている「工農幹渠」（用水
路）を建設した。現在，二つの貯水池（新立城・
石頭口門）は長春に毎日合計48万m3の水を供給し
ているので，長春水需要量の約70％を確保できる。
　長春市全市では三つの河（四通河，飲馬河と第
二松花江）が通っているが，蟻通河，飲馬道の水
は開発し尽くされており，第二松花江だけが利用
可能性が残っている。そして，第二松花江の吉林
市を流れる区間は長春市中心部から100キロあり，
また流出量も大きく，水質もよい。1983年には，
松遼水域委員会は「昏昏入構」の構想を提案した。
この構想は，長春市のために，毎日85万m3の水供
給を，52万m3の浄水供給を増加する。同年吉林省
水利水電勘測設計院がこの工事を設計したとき，
取水口を「馬脳」区間に選定した。その後，吉林
市の奇観「霧瀬」（霧氷，当地で「樹掛」　〔樹氷〕
ともいう）に影響をもたらす恐れがあったので，
取水口の選定について，何度も論争されたが，最
後にやはり「馬家」区間にした。
　工事の費用については，当時の予算によると，
18．8億元の必要があるとされている。これ程の巨
額な投資を，長春楽ないし吉林省だけでは支出で
きない（！994年には，長春市の財政決算収入は
7．9億元のみであり，吉林省財政決算収入も51．3
億元のみである）。1992年12月に，世界銀行によっ
て，1．2億ドルの貸付金（償還期限は2000年まで）
を提供された。1993年10月20日に，「引松入長」
工事の起工式が行われた。この工事を二つの工期
に分けて施工し，第1工期は本年（1996年）に，
第2工期は2000年に完成する予定である。
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The Countermeasure and Its Limitations
for the Water Resources Shortage in Northeast China
Zhongren ZHANG
Graduate School of Humanities and Social Sciences, Okayama University
China is a country that lacks water resources, especially in the northeastern area. Wasted water
and water pollution aggravate this water shortage. Since water resource distribution is imbalanced
in northeastern China, many plans to allocate and transfer water have been advanced. However,
the water is realloted only inareas with shortages of water resources. Therefore it cannot be
believed to be alongterm strategy.
There are great potentials for water utilization in northeastern China, if the plans adjusted to the
agricultural structure, and can overcome the problems of wasted water and the water pollution.
In a word, the water shortage problem in northeastern China should not be underestimated, but
so far, over quite long period, no natural limit has been reached. Now the problem rests mainly in
the cost and the profits and if the market is fully developed, the water shortage problem can be
diminished greatly.
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